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東京圏（第５回）・関西圏（第４回）・養父市（第３回）・沖縄県（第３回） 

国家戦略特別区域会議 合同会議終了後記者会見 

 

日 時：平成27年９月３日（木）18：10～18：20 

場 所：中央合同庁舎８号館 S106会見室 

 

（平副大臣冒頭発言） 

 

東京圏、関西圏、養父市、沖縄県の合同区域会議が先ほど終了いたしました。本日の

区域会議では、「認定申請を行う区域計画（案）」を議題として議論をいたしました。 

今回の区域計画には、９月１日に施行されたばかりの改正特区法に新たに盛り込まれ

た規制の特例メニューを早速、活用するなど計14事業を追加することといたしました。 

具体的には、東京圏では、都市計画法等の特例、公証人の公証役場外における定款認

証、地域限定保育士の創設で計６事業を、関西圏では、エリアマネジメントに係る道路

法の特例、ｉＰＳ細胞から製造する試験用細胞等への血液使用の解禁、地域限定保育士

の創設で計３事業を、養父市では、農業生産法人の役員要件の緩和の特例、シルバー人

材センターに係る特例で計４事業を、沖縄県では、地域限定保育士の創設で１事業をそ

れぞれ追加いたしました。 

これらについて議論が整いましたので、各区域会議として決定し、国家戦略特区諮問

会議に諮った上で、速やかに内閣総理大臣の認定へと手続きを進めていきたいと考えて

います。以上でございます。 

 

（質疑応答） 

 

（問）日本経済新聞です。質問がございまして、諮問会議の開催予定日と、今回区域会議

で議論されたものは全て了承されたのかということと、９月に成立した法案に基づいて

申請されたのは何なのかということをお伺いします。 

 

（平副大臣）諮問会議の日程については、今後、仙台市、仙北市、愛知県の区域会議があ

りますので、それらの区域会議が終了し次第、速やかに開催をしたいと思います。まだ、

日程のフィックスはされておりません。今回議論されたものは全て了承されました。 

今回の法律改正に伴う新規特例メニューについては、先ほど申し上げた通り、東京圏

では、公証人の公証役場外における定款認証と地域限定保育士の創設、関西圏では、ｉ

ＰＳ細胞から製造する試験用細胞等への血液使用の解禁と地域限定保育士の創設、沖縄

県では、地域限定保育士の創設、養父市では、シルバー人材センターに係る特例がござ

いまして、小泉政務官が大変注目されている点ですが、時間を週20時間から週40時間ま

で派遣事業を行えるよう緩和したというところも新しい特例メニューでございます。 
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（問）エムスリーの橋本と申しますが、成田医学部について分科会で了承されたと思うが、

今後のスケジュールについて決まっていれば教えていただきたい。また、区域計画には

いつ盛り込まれるのか。 

 

（平副大臣）成田はご承知のとおり、７月31日に第４回の成田市分科会が開催され、「国

家戦略特別区域における医学部新設に関する方針」が了承されまして、内閣府・文部科

学省・厚生労働省の３府省によって決定をしました。成田市としては平成29年４月の医

学部開学を目指して準備を進めていくこととしています。区域計画に盛り込むまでには、

まず医学部新設に関する告示の改正が必要です。その後、区域計画としてまた上げてい

ただいて、区域会議で決定し、諮問会議を経て認定をしてもらう手続きになります。 

 

（問）不動産経済研究所です。東京についてお伺いしたいんですけれども、開業ワンスト

ップセンターの公証人の常駐なんですけど、当番される方は何人ぐらいなんでしょうか。 

 

（平副大臣）何人という話は今日の会議では出ませんでしたが、東京開業ワンストップセ

ンターをご覧になられたと思いますが、あそこに各役所のブースが出ていて、当然、営

業時間内には必ず一人いるという体制が担保されるということだと思います。 

 

（問）分かりました。公証人以外の方は（東京都提出資料③４ページの図）左（に記載）

の方々は整っていると。（例えば、法人設立登記担当、法人設立届出担当等） 

 

（平副大臣）既に運用中であります。 

 

（問）朝日新聞の大内と申します。東京の整備事業についての確認ですけども、着工予定

が書いてるのですが、竣工予定というのはいつになりますでしょうか。 

 

（事務局）一般的に着工からしばらく先、30年とか32年とかになります。区域計画には、

都市計画審議会の目途を決めるのに必要な時期だけ書かせていただいております。 

 

（問）あわせて、この計画は地下のバスターミナルと書かれていますけども、地上のビル

についても、特区の区域となっているのでしょうか。 

 

（平副大臣）そうです。 

 

（問）日本経済新聞です。森ビルが愛宕で着手するプロジェクトはどういった特例を使っ

たものでしょうか。 

 

（平副大臣）都市計画の特例なので、ワンストップで計画を受け付けるというものであり、
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個々に規制緩和が当てはまるという話ではないです。今までだと、例えば、区とか都と

か、国とか色々な所と調整しなければいけなかったが、ワンストップでやるというメニ

ューを使っているというものです。 

 

（問）千葉県千葉日報の石井と申します。資料３ページの地域限定保育士事業の関係なん

ですけども、神奈川と千葉県成田市、それぞれ定員はどれくらいでしょうか。 

 

（平副大臣）神奈川県と千葉県はないのですが、先ほど大阪府は知事が具体的なお話をさ

れていて、3,000人ぐらいをみていたが、5,000人ぐらいが募集してきていて、1.6倍く

らいで関心の高さが伺えると大阪府知事はおっしゃっていました。ここのところは具体

的に資料を持っていないので、後で調べて神奈川県と成田市をお知らせします。 

 

（事務局）試験の受験者を今募集しておりますので。 

 

（以上） 


